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1 SUSE Linux Enterprise Serverへようこそ
サポートされているすべてのハードウェアプラットフォームに製品をインストールするに
は、次の⼿順に従います。インストールシステムが正常にブートしている(IPL処理されて
いる)ことが前提になります。インストール⼿順と展開計画の詳細については、『導⼊ガイ
ド』を参照してください。インストールシステムのブート(IPL処理)に必要なプラットフォー
ム固有の準備については、上述のガイドの次の箇所を参照してください。

『導⼊ガイド』、第2章「AMD64およびIntel 64でのインストール」
『導⼊ガイド』、第3章「ARM AArch64でのインストール」
『導⼊ガイド』、第4章「IBM POWERへのインストール」
『導⼊ガイド』、第5章「IBM Zでのインストール」

1.1 デフォルトのインストール⼿順
SUSE Linux Enterprise Server 15以降のインストールメディアには、インストーラのみが収録
されています。これは、SUSE Linux Enterprise Serverのインストール、更新、登録⽤の最⼩
限のコマンドラインベースシステムです。インストール時には、インストーラ上にインストー
ルするモジュールを選択することにより、機能を追加できます。
デフォルトのインストールでは、SUSEカスタマーセンターまたはローカルのRepository
Management Toolサーバからモジュール⽤のリポジトリデータを取得するために、ネット
ワークへのアクセスを必要とします。ネットワークへのアクセスなしでインストールを実⾏す
る場合は、2つ⽬のインストールメディア(SLE-15-Packages ISOイメージ)が必要になります。
SUSE Linux Enterprise Serverをインストールするには、インストーラメディアからインス
トーラをブート(IPL処理)してインストールを開始します。
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1.1.1 ⾔語、キーボード、および製品選択

⾔語およびキーボード配列設定は、ブート画⾯で選択した⾔語で初期化されています。デフォ
ルトを変更していない場合は、英語(⽶国)になります。必要に応じて、ここで設定を変更しま
す。キーボードテストテキストボックスを使⽤して、この配列をテストします。
インストーラを使⽤して、次のSUSE Linux Enterpriseの基本製品をインストールできます。

SUSE Linux Enterprise Server (このドキュメントで説明)
SUSE Linux Enterprise Desktop (インストール⼿順については、https://
www.suse.com/documentation/sled/ を参照)
SUSE Linux Enterprise High Performance Computing (インストール⼿順について
は、FIXMEを参照)
SUSE Linux Enterprise Server for SAP Applications (インストール⼿順について
は、https://www.suse.com/documentation/sles-for-sap/ を参照)

インストールする製品を選択します。それぞれの製品の登録コードが必要です。このドキュ
メントでは、SUSE Linux Enterprise Serverを選択したものと想定されます。次へで続⾏しま
す。
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1.1.2 使⽤許諾契約

ライセンス契約をお読みください。これは、ブート画⾯で選択した⾔語で表⽰されます。訳
⽂は、License Language (ライセンス⾔語)ドロップダウンボックスを選択して表⽰できま
す。SUSE Linux Enterpriseをインストールするには、はい、ライセンスに同意しますをオン
にして契約に同意する必要があります。次へで続⾏します。
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1.1.3 ネットワーク設定

システムの分析が実⾏されます。インストーラはストレージデバイスを検索し、他のインス
トール済みシステムの検出を試みます。インストールを開始する際にDHCPを介してネット
ワークが⾃動設定された場合は、登録ステップに移動します。
ネットワークがまだ設定されていない場合は、ネットワークの設定ダイアログが開きます。リ
ストからネットワークインタフェースを選択し、編集をクリックして設定します。または、追
加をクリックして、インタフェースを⼿動で追加します。詳細については、『導⼊ガイド』、
第8章「インストール⼿順」、8.6項「ネットワーク設定」と『管理ガイド』、第17章「ネット
ワークの基礎」、17.4項「YaSTによるネットワーク接続の設定」を参照してください。ネッ
トワークへのアクセスなしでインストールしたい場合は、変更を加えずにこのステップをス
キップし、次へで続⾏します。

1.1.4 IBM Z: ディスクのアクティベーション
IBM Zハードウェア上にインストールしていない場合は、このステップをスキップします。
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接続されているハードディスクを設定します。SUSE Linux Enterprise Serverのインストール
では、DASD、Fibre Channel Attached SCSI Disk (zFCP)、またはiSCSIを選択します。DASD
およびzFCP設定ボタンは、対応するデバイスが接続されている場合にのみ使⽤可能です。選
択したディスクタイプを設定するには、次へで続⾏します。
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1.1.5 登録

テクニカルサポート情報や製品のアップデートを⼊⼿するには、SUSEカスタマーセンター
またはローカル登録サーバで製品を登録してアクティブ化する必要があります。この段階
でSUSE Linux Enterprise Serverを登録すると、アップデートリポジトリへのアクセス権もた
だちに得られます。これにより、利⽤できる最新のアップデートとパッチを使⽤してシステム
をインストールできるようになります。
登録時には、モジュールおよび拡張機能(次のステップでインストール可能)のリポジトリと依
存関係が登録サーバからロードされます。
ネットワークに接続していない場合または登録をスキップする場合は、登録を⾏なわずに⾶
ばすを有効にします。1.2項 「登録なしのインストール」の⼿順に従って、インストールを続
⾏します。
SUSEカスタマーセンターで登録するには、SCCアカウントに関連付けられている電⼦メール
アドレスと、SUSE Linux Enterprise Serverの登録コードを⼊⼒します。組織がローカル登録
サーバを提供している場合は、代わりにそこで登録することもできます。ローカルSMTサーバ
を使⽤してシステムを登録するを有効にした後、ドロップダウンボックスからURLを選択する
かアドレスを⼊⼒します。
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ヒント: インストール時に製品パッチをインストールする
SUSE Linux Enterprise Serverが正しく登録された後、インストール中に、利⽤可能な
最新のオンラインアップデートをインストールするかどうかを尋ねられます。はいを選
択すると、システムは、最新パッケージとともにインストールされ、インストール後に
アップデートを適⽤する必要がなくなります。このオプションを有効にすることをお勧
めします。

1.1.6 拡張機能とモジュールの選択

システムが正しく登録された後、SUSE Linux Enterprise Serverで使⽤可能なモジュールと拡
張機能が⼀覧表⽰されます。モジュールとは、ユーザのニーズに合わせて製品を構築できるコ
ンポーネントのことで、無償で提供されています。拡張機能は、製品に特定の機能を追加しま
す。拡張機能はサブスクリプションとして提供されており、有料登録キーを必要とします。
提供されるモジュールまたは拡張機能は、このインストールの最初のステップで選択した製品
に応じて異なります。モジュールとそのライフサイクルの説明については、モジュールを選択
した後に表⽰されるテキストを参照してください。詳細については、リリースノート (https://
www.suse.com/releasenotes/x86_64/SUSE-SLES/15/#Intro.Module) を参照してくださ
い。
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モジュールの選択はインストールのスコープに間接的な影響を与えます。インストール環境と
実働システムでどのソフトウェアソース(リポジトリ)を使⽤できるかが定義されるからです。
SUSE Linux Enterprise Serverでは、次のモジュールと拡張機能が提供されています。
Basesystem Module

このモジュールは、インストーラ上に基本システムを追加します。これは、他のすべ
てのモジュールと拡張機能が必要とします。基本システムのみを含むインストールのス
コープは、上述のSUSE Linux Enterprise Serverバージョンの「最⼩限のシステム」にお
けるインストールパターンと似ています。
依存関係: なし

Containers Module
コンテナ⽤のサポートとツールを提供します。
依存関係: Basesystem

Desktop Applications Module
システムにグラフィカルユーザインタフェースと重要なデスクトップアプリケーション
を追加します。これは、サーバアプリケーションと開発ツールモジュールの前提条件と
して必要なモジュールでもあります。
依存関係: Basesystem

Development Tools Module
アプリケーションのコンパイルとデバッグに必要とされるコンパイラ( gccを含む)およ
びライブラリが含まれます。
依存関係: Basesystem、Desktop Applications

Legacy Module
SUSE Linux Enterprise Serverの以前のバージョンでは使⽤可能であったものの、SLES
15からは提供が中⽌されたパッケージが含まれます。以前のSLESバージョンから移⾏す
るときは、このモジュールを使⽤することをお勧めします。
依存関係: Basesystem、Server Applications

Public Cloud Module
SUSE Linux Enterprise ServerをAmazon Web Services (AWS)、Microsoft
Azure、Google Compute Platform、SUSE OpenStack Cloudなどのクラウド環境に展開
するためのイメージ作成ツールが含まれます。
依存関係: Basesystem、Server Applications

Server Applications Module
ネットワークサービス(DHCPサーバ、ネームサーバ、Webサーバなど)を提供するサーバ
機能を追加します。
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依存関係: Basesystem
SUSE Cloud Application Platform Tools Module

SUSE Cloud Application Platform製品とのやり取りを可能にするツールを追加します。
依存関係: Basesystem

SUSE Package Hub
openSUSEコミュニティが管理しているSUSE Linux Enterprise Serverパッケージへのア
クセスを提供します。これらのパッケージはL3サポートなしで配布されるため、SUSE
Linux Enterprise Serverのサポート可能性に影響を与えることはありません。詳細につ
いては、https://packagehub.suse.com/ を参照してください。
依存関係: なし

Web and Scripting Module
Webサーバを稼働するためのパッケージが含まれます。
依存関係: Basesystem、Server Applications

SUSE Enterprise Storage
Cephを使⽤した分散ストレージのサポートをSUSE Linux Enterprise Serverに追加しま
す。別途ライセンスキーが必要になります。
依存関係: Basesystem、Server Applications

SUSE Linux Enterprise High Availability Extension
ミッションクリティカル設定を実装するクラスタリングサポートをSUSE Linux
Enterprise Serverに追加します。この拡張機能では、別途ライセンスキーが必要になり
ます。
依存関係: Basesystem、Server Applications

SUSE Linux Enterprise Live Patching
重要なパッチ適⽤をシステムをシャットダウンせずに実⾏するためのサポートを追加し
ます。この拡張機能では、別途ライセンスキーが必要になります。
依存関係: Basesystem、Server Applications

SUSE Linux Enterprise Workstation Extension
SUSE Linux Enterprise Serverの機能を、SUSE Linux Enterprise Desktopのパッケージ
で拡張します。たとえば、デスクトップアプリケーション(オフィススイート、メールク
ライアント、グラフィカルエディタなど)やライブラリを追加します。これら両⽅の製品
を組み合わせることで、多様な機能を搭載したワークステーションを構築することがで
きます。この拡張機能では、別途ライセンスキーが必要になります。
依存関係: Basesystem、Desktop Applications
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⼀部のモジュールでは、他のモジュールをインストールする必要が⽣じます。そのため、モ
ジュールを選択すると、この依存関係を満たすために他のモジュールが⾃動的に選択される場
合があります。
製品によっては、特定のモジュールと拡張機能に登録サーバが推奨マークを付けている場合も
あります。推奨されたモジュールと拡張機能は、登録およびインストールのために事前選択さ
れます。これらの推奨項⽬をインストールしないときは、⼿動で選択を解除します。
インストールするモジュールと拡張機能を選択し、次へで続⾏します。1つ以上の拡張機能を
選択した場合、それぞれの登録コードの⼊⼒が求められます。選択内容によっては、別の使⽤
許諾契約の受諾が必要な場合があります。

1.1.7 アドオン製品

アドオン製品ダイアログを使⽤して、SUSEカスタマーセンターで提供されていない他のソフ
トウェアソース(「リポジトリ」)をSUSE Linux Enterprise Serverに追加できます。このよう
なアドオン製品には、サードパーティの製品や、ご使⽤のシステム⽤のドライバまたは追加ソ
フトウェアなどがあります。
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ヒント: インストール中にドライバを追加する
アドオン製品ダイアログを使⽤して、ドライバアップデートリポジトリを追加す
ることもできます。SUSE Linux Enterpriseのドライバのアップデートはhttp://
drivers.suse.com/ に⽤意されています。これらのドライバは、SUSE SolidDriverプロ
グラムを使⽤して作成されています。

このステップをスキップする場合は、次へで続⾏します。スキップしない場合は、アドオン製
品をインストールするをオンにします。メディアタイプ、ローカルパス、またはリポジトリを
ホストしているネットワークリソースを指定して、画⾯の指⽰に従います。
リポジトリを記述するファイルを今すぐダウンロードするには、リポジトリの説明をダウン
ロードをオンにします。オフの場合、ファイルはインストールの開始後にダウンロードされま
す。次へで続⾏し、必要な場合はメディアを挿⼊します。製品のコンテンツによっては、追加
のライセンス契約に同意しなければならない場合があります。次へで続⾏します。登録キーを
必要とするアドオン製品を選択した場合は、次のステップに進む前に登録キーの⼊⼒を求め
られます。

1.1.8 システムの役割
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どのシステム役割を使⽤できるかは、選択したモジュールと拡張機能にかかっています。シス
テム役割は、パーティションの推奨設定や、インストール⽤に事前選択されるソフトウェアパ
ターンのセットなどを定義します。選択する際には、画⾯上の説明を参照してください。役割
を選択し、次へで続⾏します。

ヒント: リリースノート
これ以降の⼿順では、リリースノートを選択することで、インストールプロセスのどの
画⾯からでもリリースノートを参照できます。

1.1.9 推奨のパーティション

システムによって推奨されたパーティションの設定を確認します。必要に応じて設定を変更し
ます。次の選択肢があります。
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ガイド付き設定
パーティションの推奨設定を調整できるウィザードを起動します。ここで使⽤可能なオ
プションは、システムの設定に応じて異なります。複数のハードディスクが存在する場
合、どのディスクを使⽤してどこにルートパーティションを配置するかを選択できま
す。ディスク内にすでにパーティションが存在する場合は、そのパーティションを削除
するか、サイズ変更してください。
後続の⼿順では、LVMサポートとディスク暗号化の機能を追加することもできます。
ルートパーティション⽤のファイルシステムを変更して、別個のホームパーティション
を作成するかどうかを決定できます。

熟練者向けパーティション設定
熟練者向けパーティション設定を開きます。『導⼊ガイド』、第10章「Expert
Partitioner (エキスパートパーティショナ)」、10.1項「熟練者向けパーティション設定の
使⽤」を参照してください。これにより、パーティション設定を全⾯的に制御して、カ
スタム設定を作成できます。これは、熟練者向けのオプションです。

推奨設定を変更せずにそのまま使⽤する場合は、次へを選択して続⾏します。

ヒント: リリースノート
これ以降の⼿順では、リリースノートを選択することで、インストールプロセスのどの
画⾯からでもリリースノートを参照できます。
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1.1.10 時計とタイムゾーン

システムで使⽤するとき計とタイムゾーンを選択します。時刻を⼿動で調整したり、時刻同
期⽤のNTPサーバを設定したりするには、その他の設定を選択します。詳細については、『導
⼊ガイド』、第8章「インストール⼿順」、8.12項「時計とタイムゾーン」を参照してくださ
い。次へで続⾏します。

15 デフォルトのインストール⼿順 SLES 15



1.1.11 ローカルユーザ

ローカルユーザを作成するため、ユーザのフルネームフィールドに姓と名を⼊⼒します。ユー
ザ名フィールドにログイン名を⼊⼒し、パスワードフィールドにパスワードを⼊⼒します。
パスワードは8⽂字以上の⻑さとし、⼤⽂字、⼩⽂字、および数字を組み合わせる必要があり
ます。パスワードは最⻑72⽂字で、⼤⽂字と⼩⽂字が区別されます。
セキュリティ上の理由から、⾃動ログインは有効にしないことを強くお勧めします。また、
このパスワードをシステム管理者⽤のものとしても使⽤するも有効にしない で、インストー
ルの次のステップで別個の rootパスワードを指定することをお勧めします。次へで続⾏しま
す。
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1.1.12 システム管理者向けパスワード「root」

システム管理者( rootユーザと呼ぶ)のアカウントのパスワードを⼊⼒します。
rootパスワードは忘れないようにしてください。ここで⼊⼒した後は、このパスワード
を訂正することはできません。詳細については、『導⼊ガイド』、第8章「インストール⼿
順」、8.14項「システム管理者向けパスワード」を参照してください。次へで続⾏します。
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1.1.13 インストールの設定

インストール設定画⾯を使⽤して、推奨されているインストール設定を確認し、必要に応じ
て設定を変更します。各設定に対して現在の設定が表⽰されます。変更するには、⾒出しをク
リックします。ファイアウォールやSSHなど⼀部の設定は、それぞれのリンクをクリックして
直接変更できます。

ヒント: リモートアクセス
ここで変更可能な設定は、後で、インストールされたシステムから随時変更することも
できます。ただし、インストール後すぐにリモートアクセスが必要な場合は、ファイア
ウォールとSSHの各設定をクリックする必要があります。

ソフトウェア
インストールのスコープは、このインストール環境⽤に選択したモジュールと拡張機能
によって定義されます。ただし、選択した内容によっては、モジュールで提供されてい
るパッケージの⼀部がインストール⽤に選択されないことがあります。
ソフトウェアをクリックするとソフトウェアの選択およびシステムタスク画⾯が開き、
パターンを選択または選択解除することでソフトウェアの選択内容を変更できます。各
パターンには、特定の機能に必要なソフトウェアパッケージが多数含まれています(KVM
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ホストサーバなど)。インストールするソフトウェアパッケージに基づいてさらに細かく
選択するには、詳細を選択してYaSTソフトウェアマネージャに切り替えます。詳細につ
いては、『導⼊ガイド』、第17章「ソフトウェアをインストールまたは削除する」を参
照してください。

起動
このセクションにはブートローダの設定が表⽰されます。デフォルト値を変更するの
は、本当に必要な場合のみにすることをお勧めします。詳細については、『管理ガイ
ド』、第12章「ブートローダGRUB 2」を参照してください。

ファイアウォールとSSH
公開ゾーン⽤に設定されているすべてのネットワークインタフェースでは、デフォル
トでファイアウォールが有効になっています。設定の詳細については、『Security and
Hardening Guide』、第23章「Masquerading and Firewalls」、23.4項「firewalld」を
参照してください。
SSHサービスはデフォルトでは有効で、そのポート(22)は開いています。これらの設定
を切り替えるには、有効にするおよび開くをクリックします。SSHが無効な場合、リ
モートログインはできないことに注意してください。

Kdump
Kdumpは、カーネルがクラッシュした場合に備えてメモリイメージ(「コアダンプ」)
をファイルシステムに保存します。これにより、ダンプファイルをデバッグしてクラッ
シュの原因を特定できます。Kdumpはデフォルトで、事前設定済み、および有効になっ
ています。詳細については、『System Analysis and Tuning Guide』、第17章「Kexec
and Kdump」、17.7項「Basic Kdump Configuration」を参照してください。

既定のsystemdターゲット
デスクトップアプリケーションモジュールをインストールした場合、システムはネッ
トワーク、マルチユーザ、およびディスプレイマネージャがサポートされたグラフィッ
クターゲットでブートします。ディスプレイマネージャ経由でログインする必要がない
場合は、マルチユーザに切り替えます。

システム
システムをクリックして、詳細なハードウェア情報を参照します。表⽰される画⾯
でカーネル設定を変更することもできます。詳細については、『導⼊ガイド』、第8章
「インストール⼿順」、8.15.8項「システム情報」を参照してください。
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1.1.14 インストールの開始

インストール設定画⾯でシステムの設定を完了したら、インストールするをクリックします。
ソフトウェアの選択内容によっては、インストールの確認画⾯が表⽰される前にライセンス
契約に同意しなければならない場合があります。この段階では、システムはまだ変更されてい
ません。もう⼀度インストールするをクリックすると、インストールプロセスが開始されま
す。
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1.1.15 インストールプロセス

インストール中は、詳細タブに詳しい進⾏状況が表⽰されます。
インストールルーチンが完了すると、コンピュータが再起動され、インストールされたシス
テムが起動します。ログインしてYaSTを起動し、システムを微調整します。グラフィカルデ
スクトップを使⽤していない場合、またはリモートから作業している場合、ターミナルから
YaSTを使⽤する⽅法については、『管理ガイド』、第5章「テキストモードのYaST」を参照し
てください。

1.2 登録なしのインストール
登録サーバに接続せずにインストールを実⾏すると、インストール中にシステムを登録す
ることはできません。つまり、モジュールと拡張機能⽤のリポジトリ設定を登録サーバから
受信することはできません。通常のインストールを可能にするため、SUSEでは、SLE-15-
Packages ISOイメージという2つ⽬のインストールメディアを提供しています。
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注記: SUSE Linux Enterprise Serverの登録
システムと拡張機能は、登録しないとアップデートとサポートの対象になりません。
インストール時に登録していない場合は、後で稼働中のシステムから⾏うことができま
す。これは、YaST 製品の登録の順に選択して実⾏します。

登録なしのインストールを実⾏するには、インストール中にSLE-15-Packages ISOイメージの
コンテンツにアクセスできるようにしておきます。これは、このイメージをローカルハード
ディスクやリムーバブルフラッシュディスクにコピーしたり、DVDに書き込んだり、ローカル
ネットワークで公開したりすることによって可能です。ご使⽤のハードウェアでサポートされ
ている⽅法を選択してください。

ヒント: SLE-15-Packages ISOイメージからリムーバブルフラッシュディスクにデータをコピーする
ISOイメージのコンテンツをリムーバブルフラッシュディスクにコピーするには、次の
コマンドを使⽤します。
tux > sudo dd if=PATH_TO_ISO_IMAGE
    of=FLASH_STORAGE_PARTITION bs=4M && sync

PATH_TO_ISO_IMAGEは、このISOイメージファイルへの相対パスまたは絶対パスで置
き換えます。 FLASH_STORAGE_PARTITIONは、フラッシュデバイスのパーティション(通
常は1つだけです)へのパスで置き換えます。デバイスとそのパーティションを識別する
には、そのデバイスを挿⼊してから、次の例のコマンドを使⽤します。
root # grep -Ff <(hwinfo --disk --short) <(hwinfo --usb --short)
disk:
  /dev/sdc             General USB Flash Disk
root # fdisk -l /dev/sdc | grep -e "^/dev"
/dev/sdc1  *     2048 31490047 31488000  15G 83 Linux

この場合、使⽤コマンドは次のようになります。
dd if=/tmp/SLE-15-Packages-x86_64-DVD1.iso \
 of=/dev/sdc1 bs=4M && sync

このデバイスに⼗分なサイズ(6GB以上)のパーティションが存在することを確認してく
ださい。また、 ddコマンドを実⾏しているときは、このデバイスをマウントしないで
ください。さもないと、パーティション上のデータがすべて消去されてしまいます。
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1.2.1 登録なしのインストールの開始
1.1項 「デフォルトのインストール⼿順」と同じワークフローに沿ってインストールされます
が、システムの登録⼿順や、モジュールまたは拡張機能の追加⼿順は異なります。インストー
ルを開始するには、1.1項 「デフォルトのインストール⼿順」の1.1.1項 「⾔語、キーボード、
および製品選択」から1.1.4項 「IBM Z: ディスクのアクティベーション」までの⼿順を実⾏し
ます。

1.2.2 登録を⾏なわずに⾶ばす
登録画⾯で、登録を⾏なわずに⾶ばすを有効にします。OKをクリックして警告を受け⼊
れ、次へで続⾏します。
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1.2.3 SLE-15-Packagesイメージへのアクセス

アドオン製品ダイアログで、追加のアドオン製品をインストールするを有効にし、SLE-15-
Packages ISOイメージのソースを指定します。リポジトリを記述するファイルを今すぐダウ
ンロードするには、リポジトリの説明をダウンロードをオンにします。この項⽬をオフにする
と、インストールを開始してからファイルがダウンロードされます。次へで続⾏します。デー
タソースとしてDVDを選択した場合、メディアの挿⼊が求められます。
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1.2.4 拡張機能とモジュールの選択

拡張とモジュールの選択ダイアログで、製品と少なくとも1つのモジュール、および必要に応
じて1つ以上の拡張機能を選択する必要があります。
SLE-15-Packages ISOイメージには、SUSE Linux Enterpriseの全製品に対応する拡張機能と
モジュールが含まれています。以下のモジュールと拡張機能だけを選択してください。そうで
ないと、システムをインストールできないだけでなく、SUSEのサポート対象から除外される
可能性があります。
製品

製品の選択は必須です。SLES 15 15-0を選択してください。
モジュール

モジュールはSUSE Linux Enterprise Serverの機能を拡張し、無償で提供されていま
す。Basesystem-Module 15-0のインストールは必須です。Server-Applications-Module
15-0のインストールもお勧めします。
ほとんどのモジュールは他のモジュールに依存しています。ここで、これらの依存関係
を⾃動的に特定することはできません。依存関係の特定は⼿動で⾏ってください。そう
でないと、後でインストールに失敗してしまいます。詳細については、次のリストを参
照してください。
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Basesystem-Module 15-0.  このモジュールは、インストーラ上に基本システムを追加
します。これは、他のすべてのモジュールと拡張機能が必要とします。基本システムの
みを含むインストールのスコープは、上述のSUSE Linux Enterprise Serverバージョンの
「最⼩限のシステム」におけるインストールパターンと似ています。依存関係: なし
Containers-Module 15-0.  コンテナ⽤のサポートとツールを提供します。依存関係:
Basesystem
Desktop-Applications-Module 15-0.  システムにグラフィカルユーザインタフェース
(Wayland)と重要なデスクトップアプリケーションを追加します。これは、サーバアプ
リケーションと開発ツールモジュールの前提条件として必要なモジュールでもありま
す。依存関係: Basesystem
Development-Tools-Module 15-0.  アプリケーションのコンパイルとデバッグに必要
とされるコンパイラ( gccを含む)およびライブラリが含まれます。
Legacy-Module 15-0.  SUSE Linux Enterprise Serverの以前のバージョンでは使⽤可
能であったものの、SLES 15からは提供が中⽌されたパッケージが含まれます。以前
のSLESバージョンから移⾏するときは、このモジュールを使⽤することをお勧めしま
す。依存関係: Basesystem、Server Applications
Public-Cloud-Module 15-0.  SUSE Linux Enterprise ServerをAmazon Web Services
(AWS)、Microsoft Azure、Google Compute Platform、SUSE OpenStack Cloudな
どのクラウド環境に展開するためのイメージ作成ツールが含まれます。依存関係:
Basesystem、Server Applications
Server-Applications-Module 15-0.  ネットワークサービス(DHCPサーバ、ネームサー
バ、Webサーバなど)を提供するサーバ機能を追加します。依存関係: Basesystem
Web-Scripting-Module 15-0.  Webサーバを稼働するためのパッケージが含まれま
す。依存関係: Basesystem、Server Applications

拡張機能
拡張機能は、必要に応じて選択します。拡張機能はSUSE Linux Enterprise Serverにコア
機能を追加するもので、有料登録コードが必要になります。
モジュールによって必要とされる拡張機能は異なります。ここで、これらの依存関係を
⾃動的に特定することはできません。依存関係の特定は⼿動で⾏ってください。そうで
ないと、後でインストールに失敗してしまいます。詳細については、次のリストを参照
してください。
SUSE Linux Enterprise High Availability Extension (SLEHA15 15-0)。  ミッショ
ンクリティカル設定を実装するクラスタリングサポートをSUSE Linux Enterprise
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Serverに追加します。SLEHA15 15-0を選択してインストールします。依存関係:
Basesystem、Server Applications
SUSE Linux Enterprise Workstation Extension (SLEWE15 15-0)。  SUSE Linux
Enterprise Serverの機能を、SUSE Linux Enterprise Desktopのパッケージで拡張しま
す。たとえば、デスクトップアプリケーション(オフィススイート、メールクライアン
ト、グラフィカルエディタなど)やライブラリを追加します。これら両⽅の製品を組み
合わせることで、多様な機能を搭載したワークステーションを構築することができま
す。SLEWE15 15-0を選択してインストールします。依存関係: Basesystem、Desktop
Applications

警告: 禁⽌されている選択
SUSE Linux Enterprise Serverには、次のモジュールや拡張機能をインストールしない
でください。そうでないと、システムをインストールできないだけでなく、SUSEのサ
ポート対象から除外される可能性があります。

HPC-Module 15-0
SAP-Applications-Module 15-0
SLE-15-HPC 15-0
SLE-15-SAP 15-0
SLED15 15-0

モジュールと拡張機能を選択したら、次へで続⾏します。
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1.2.5 拡張機能とモジュールの選択の確認

インストール⽤に選択したすべてのモジュールは、アドオン製品のインストールダイアログに
⼀覧表⽰されます。このリストを変更するには、追加または削除オプションを使⽤します。追
加を使⽤すると、任意で他のアドオン製品を追加することができます。インストールを続⾏す
るには、次へを選択します。

1.2.6 インストールの最終処理
ここからのインストール⼿順は、デフォルトのインストールの場合と同様です。1.1項 「デ
フォルトのインストール⼿順」の1.1.8項 「システムの役割」の⼿順に進みます。

2 保証と著作権
Copyright © 2006‒ 2024 SUSE LLC and contributors. All rights reserved.
この⽂書は、GNUフリー⽂書ライセンスのバージョン1.2または(オプションとして)バージョ
ン1.3の条項に従って、複製、頒布、および/または改変が許可されています。ただし、この
著作権表⽰およびライセンスは変更せずに記載すること。ライセンスバージョン1.2のコピー
は、「GNUフリー⽂書ライセンス」セクションに含まれています。
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SUSEの商標については、http://www.suse.com/company/legal/ を参照してください。そ
の他の製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。商標記号(®、™ど)は、SUSE
および関連会社の商標を⽰します。アスタリスク(*)は、第三者の商標を⽰します。
本書のすべての情報は、細⼼の注意を払って編集されています。しかし、このことは絶対に正
確であることを保証するものではありません。SUSE LLC、その関係者、著者、翻訳者のいず
れも誤りまたはその結果に対して⼀切責任を負いかねます。
GNU Free Documentation License
Copyright (C) 2000, 2001, 2002 Free Software Foundation, Inc. 51 Franklin St, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA. Everyone is permitted to copy and distribute
verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed.

0. PREAMBLE
The purpose of this License is to make a manual, textbook, or other functional and useful document "free" in the sense of freedom: to assure everyone the effective
freedom to copy and redistribute it, with or without modifying it, either commercially or non-commercially. Secondarily, this License preserves for the author and
publisher a way to get credit for their work, while not being considered responsible for modifications made by others.
This License is a kind of "copyleft", which means that derivative works of the document must themselves be free in the same sense. It complements the GNU General
Public License, which is a copyleft license designed for free software.
We have designed this License to use it for manuals for free software, because free software needs free documentation: a free program should come with manuals
providing the same freedoms that the software does. But this License is not limited to software manuals; it can be used for any textual work, regardless of subject matter
or whether it is published as a printed book. We recommend this License principally for works whose purpose is instruction or reference.

1. APPLICABILITY AND DEFINITIONS
This License applies to any manual or other work, in any medium, that contains a notice placed by the copyright holder saying it can be distributed under the terms of this
License. Such a notice grants a world-wide, royalty-free license, unlimited in duration, to use that work under the conditions stated herein. The "Document", below, refers
to any such manual or work. Any member of the public is a licensee, and is addressed as "you". You accept the license if you copy, modify or distribute the work in a way
requiring permission under copyright law.
A "Modified Version" of the Document means any work containing the Document or a portion of it, either copied verbatim, or with modifications and/or translated into
another language.
A "Secondary Section" is a named appendix or a front-matter section of the Document that deals exclusively with the relationship of the publishers or authors of the
Document to the Document's overall subject (or to related matters) and contains nothing that could fall directly within that overall subject. (Thus, if the Document is in
part a textbook of mathematics, a Secondary Section may not explain any mathematics.) The relationship could be a matter of historical connection with the subject or
with related matters, or of legal, commercial, philosophical, ethical or political position regarding them.
The "Invariant Sections" are certain Secondary Sections whose titles are designated, as being those of Invariant Sections, in the notice that says that the Document is
released under this License. If a section does not fit the above definition of Secondary then it is not allowed to be designated as Invariant. The Document may contain zero
Invariant Sections. If the Document does not identify any Invariant Sections then there are none.
The "Cover Texts" are certain short passages of text that are listed, as Front-Cover Texts or Back-Cover Texts, in the notice that says that the Document is released under
this License. A Front-Cover Text may be at most 5 words, and a Back-Cover Text may be at most 25 words.
A "Transparent" copy of the Document means a machine-readable copy, represented in a format whose specification is available to the general public, that is suitable
for revising the document straightforwardly with generic text editors or (for images composed of pixels) generic paint programs or (for drawings) some widely available
drawing editor, and that is suitable for input to text formatters or for automatic translation to a variety of formats suitable for input to text formatters. A copy made
in an otherwise Transparent file format whose markup, or absence of markup, has been arranged to thwart or discourage subsequent modification by readers is not
Transparent. An image format is not Transparent if used for any substantial amount of text. A copy that is not "Transparent" is called "Opaque".
Examples of suitable formats for Transparent copies include plain ASCII without markup, Texinfo input format, LaTeX input format, SGML or XML using a publicly available
DTD, and standard-conforming simple HTML, PostScript or PDF designed for human modification. Examples of transparent image formats include PNG, XCF and JPG.
Opaque formats include proprietary formats that can be read and edited only by proprietary word processors, SGML or XML for which the DTD and/or processing tools are
not generally available, and the machine-generated HTML, PostScript or PDF produced by some word processors for output purposes only.
The "Title Page" means, for a printed book, the title page itself, plus such following pages as are needed to hold, legibly, the material this License requires to appear in the
title page. For works in formats which do not have any title page as such, "Title Page" means the text near the most prominent appearance of the work's title, preceding
the beginning of the body of the text.
A section "Entitled XYZ" means a named subunit of the Document whose title either is precisely XYZ or contains XYZ in parentheses following text that translates XYZ
in another language. (Here XYZ stands for a specific section name mentioned below, such as "Acknowledgements", "Dedications", "Endorsements", or "History".) To
"Preserve the Title" of such a section when you modify the Document means that it remains a section "Entitled XYZ" according to this definition.
The Document may include Warranty Disclaimers next to the notice which states that this License applies to the Document. These Warranty Disclaimers are considered
to be included by reference in this License, but only as regards disclaiming warranties: any other implication that these Warranty Disclaimers may have is void and has no
effect on the meaning of this License.
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2. VERBATIM COPYING
You may copy and distribute the Document in any medium, either commercially or non-commercially, provided that this License, the copyright notices, and the license
notice saying this License applies to the Document are reproduced in all copies, and that you add no other conditions whatsoever to those of this License. You may not
use technical measures to obstruct or control the reading or further copying of the copies you make or distribute. However, you may accept compensation in exchange for
copies. If you distribute a large enough number of copies you must also follow the conditions in section 3.
You may also lend copies, under the same conditions stated above, and you may publicly display copies.

3. COPYING IN QUANTITY
If you publish printed copies (or copies in media that commonly have printed covers) of the Document, numbering more than 100, and the Document's license notice
requires Cover Texts, you must enclose the copies in covers that carry, clearly and legibly, all these Cover Texts: Front-Cover Texts on the front cover, and Back-Cover Texts
on the back cover. Both covers must also clearly and legibly identify you as the publisher of these copies. The front cover must present the full title with all words of the
title equally prominent and visible. You may add other material on the covers in addition. Copying with changes limited to the covers, as long as they preserve the title of
the Document and satisfy these conditions, can be treated as verbatim copying in other respects.
If the required texts for either cover are too voluminous to fit legibly, you should put the first ones listed (as many as fit reasonably) on the actual cover, and continue the
rest onto adjacent pages.
If you publish or distribute Opaque copies of the Document numbering more than 100, you must either include a machine-readable Transparent copy along with each
Opaque copy, or state in or with each Opaque copy a computer-network location from which the general network-using public has access to download using public-
standard network protocols a complete Transparent copy of the Document, free of added material. If you use the latter option, you must take reasonably prudent steps,
when you begin distribution of Opaque copies in quantity, to ensure that this Transparent copy will remain thus accessible at the stated location until at least one year
after the last time you distribute an Opaque copy (directly or through your agents or retailers) of that edition to the public.
It is requested, but not required, that you contact the authors of the Document well before redistributing any large number of copies, to give them a chance to provide you
with an updated version of the Document.

4. MODIFICATIONS
You may copy and distribute a Modified Version of the Document under the conditions of sections 2 and 3 above, provided that you release the Modified Version under
precisely this License, with the Modified Version filling the role of the Document, thus licensing distribution and modification of the Modified Version to whoever
possesses a copy of it. In addition, you must do these things in the Modified Version:

A. Use in the Title Page (and on the covers, if any) a title distinct from that of the Document, and from those of previous versions (which should, if there were any,
be listed in the History section of the Document). You may use the same title as a previous version if the original publisher of that version gives permission.

B. List on the Title Page, as authors, one or more persons or entities responsible for authorship of the modifications in the Modified Version, together with at least
five of the principal authors of the Document (all of its principal authors, if it has fewer than five), unless they release you from this requirement.

C. State on the Title page the name of the publisher of the Modified Version, as the publisher.
D. Preserve all the copyright notices of the Document.
E. Add an appropriate copyright notice for your modifications adjacent to the other copyright notices.
F. Include, immediately after the copyright notices, a license notice giving the public permission to use the Modified Version under the terms of this License, in the

form shown in the Addendum below.
G. Preserve in that license notice the full lists of Invariant Sections and required Cover Texts given in the Document's license notice.
H. Include an unaltered copy of this License.
I. Preserve the section Entitled "History", Preserve its Title, and add to it an item stating at least the title, year, new authors, and publisher of the Modified Version

as given on the Title Page. If there is no section Entitled "History" in the Document, create one stating the title, year, authors, and publisher of the Document as
given on its Title Page, then add an item describing the Modified Version as stated in the previous sentence.

J. Preserve the network location, if any, given in the Document for public access to a Transparent copy of the Document, and likewise the network locations given
in the Document for previous versions it was based on. These may be placed in the "History" section. You may omit a network location for a work that was
published at least four years before the Document itself, or if the original publisher of the version it refers to gives permission.

K. For any section Entitled "Acknowledgements" or "Dedications", Preserve the Title of the section, and preserve in the section all the substance and tone of each
of the contributor acknowledgements and/or dedications given therein.

L. Preserve all the Invariant Sections of the Document, unaltered in their text and in their titles. Section numbers or the equivalent are not considered part of the
section titles.

M. Delete any section Entitled "Endorsements". Such a section may not be included in the Modified Version.
N. Do not retitle any existing section to be Entitled "Endorsements" or to conflict in title with any Invariant Section.
O. Preserve any Warranty Disclaimers.

If the Modified Version includes new front-matter sections or appendices that qualify as Secondary Sections and contain no material copied from the Document, you may
at your option designate some or all of these sections as invariant. To do this, add their titles to the list of Invariant Sections in the Modified Version's license notice. These
titles must be distinct from any other section titles.
You may add a section Entitled "Endorsements", provided it contains nothing but endorsements of your Modified Version by various parties--for example, statements of
peer review or that the text has been approved by an organization as the authoritative definition of a standard.
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You may add a passage of up to five words as a Front-Cover Text, and a passage of up to 25 words as a Back-Cover Text, to the end of the list of Cover Texts in the Modified
Version. Only one passage of Front-Cover Text and one of Back-Cover Text may be added by (or through arrangements made by) any one entity. If the Document already
includes a cover text for the same cover, previously added by you or by arrangement made by the same entity you are acting on behalf of, you may not add another; but
you may replace the old one, on explicit permission from the previous publisher that added the old one.
The author(s) and publisher(s) of the Document do not by this License give permission to use their names for publicity for or to assert or imply endorsement of any
Modified Version.

5. COMBINING DOCUMENTS
You may combine the Document with other documents released under this License, under the terms defined in section 4 above for modified versions, provided that you
include in the combination all of the Invariant Sections of all of the original documents, unmodified, and list them all as Invariant Sections of your combined work in its
license notice, and that you preserve all their Warranty Disclaimers.
The combined work need only contain one copy of this License, and multiple identical Invariant Sections may be replaced with a single copy. If there are multiple
Invariant Sections with the same name but different contents, make the title of each such section unique by adding at the end of it, in parentheses, the name of the
original author or publisher of that section if known, or else a unique number. Make the same adjustment to the section titles in the list of Invariant Sections in the license
notice of the combined work.
In the combination, you must combine any sections Entitled "History" in the various original documents, forming one section Entitled "History"; likewise combine any
sections Entitled "Acknowledgements", and any sections Entitled "Dedications". You must delete all sections Entitled "Endorsements".

6. COLLECTIONS OF DOCUMENTS
You may make a collection consisting of the Document and other documents released under this License, and replace the individual copies of this License in the various
documents with a single copy that is included in the collection, provided that you follow the rules of this License for verbatim copying of each of the documents in all
other respects.
You may extract a single document from such a collection, and distribute it individually under this License, provided you insert a copy of this License into the extracted
document, and follow this License in all other respects regarding verbatim copying of that document.

7. AGGREGATION WITH INDEPENDENT WORKS
A compilation of the Document or its derivatives with other separate and independent documents or works, in or on a volume of a storage or distribution medium, is
called an "aggregate" if the copyright resulting from the compilation is not used to limit the legal rights of the compilation's users beyond what the individual works
permit. When the Document is included in an aggregate, this License does not apply to the other works in the aggregate which are not themselves derivative works of the
Document.
If the Cover Text requirement of section 3 is applicable to these copies of the Document, then if the Document is less than one half of the entire aggregate, the Document's
Cover Texts may be placed on covers that bracket the Document within the aggregate, or the electronic equivalent of covers if the Document is in electronic form.
Otherwise they must appear on printed covers that bracket the whole aggregate.

8. TRANSLATION
Translation is considered a kind of modification, so you may distribute translations of the Document under the terms of section 4. Replacing Invariant Sections with
translations requires special permission from their copyright holders, but you may include translations of some or all Invariant Sections in addition to the original
versions of these Invariant Sections. You may include a translation of this License, and all the license notices in the Document, and any Warranty Disclaimers, provided
that you also include the original English version of this License and the original versions of those notices and disclaimers. In case of a disagreement between the
translation and the original version of this License or a notice or disclaimer, the original version will prevail.
If a section in the Document is Entitled "Acknowledgements", "Dedications", or "History", the requirement (section 4) to Preserve its Title (section 1) will typically require
changing the actual title.

9. TERMINATION
You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Document except as expressly provided for under this License. Any other attempt to copy, modify, sublicense or
distribute the Document is void, and will automatically terminate your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this
License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance.

10. FUTURE REVISIONS OF THIS LICENSE
The Free Software Foundation may publish new, revised versions of the GNU Free Documentation License from time to time. Such new versions will be similar in spirit to
the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. See http://www.gnu.org/copyleft/ .
Each version of the License is given a distinguishing version number. If the Document specifies that a particular numbered version of this License "or any later version"
applies to it, you have the option of following the terms and conditions either of that specified version or of any later version that has been published (not as a draft) by
the Free Software Foundation. If the Document does not specify a version number of this License, you may choose any version ever published (not as a draft) by the Free
Software Foundation.

ADDENDUM: How to use this License for your documents
Copyright (c) YEAR YOUR NAME.
Permission is granted to copy, distribute and/or modify this document
under the terms of the GNU Free Documentation License, Version 1.2
or any later version published by the Free Software Foundation;
with no Invariant Sections, no Front-Cover Texts, and no Back-Cover Texts.
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A copy of the license is included in the section entitled “GNU
Free Documentation License”.

If you have Invariant Sections, Front-Cover Texts and Back-Cover Texts, replace the “with...Texts.” line with this:
with the Invariant Sections being LIST THEIR TITLES, with the
Front-Cover Texts being LIST, and with the Back-Cover Texts being LIST.

If you have Invariant Sections without Cover Texts, or some other combination of the three, merge those two alternatives to suit the situation.
If your document contains nontrivial examples of program code, we recommend releasing these examples in parallel under your choice of free software license, such as
the GNU General Public License, to permit their use in free software.
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